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戦が終結レ、東敵諸国が民

主化し、ソ連が崩壇しまし

た。そして、とのとろちょ

うどIT革命が始まりまし

た。急速にコンピューター

が普及したのがω年代の初

頭です。従ってグロlパリ

ズムというのはとの初年ほ

どの話なのです。しかレ、

との聞は日本が停滞した初

年とも重なり、本来は社会

の先頭に立たないといけな

い大学がグローバル化と対

置する形で、グローバル化

を否定するような動きを始

を意味していますかち、グ

めたのです。

ローバル化というのは非常

私か国際教華大の創設に

に立体的な概念です。とれ

かかわるようになった理由

に対し、国際化というのは

の一つに、アメリカの大学

園と固との水平的な関係を

院で体験した
学生たちの姿

指します。との遣いが重要

があります。日本の大学院

で、グローバル化というの

ではゼミで発表して輸文を

は明日の世界を築き上げよ

轡けば大体、修士号を取れ

うというきわめて

積極的な

ますが、アメリカの大学院

概念だと
言えます。

生はものすごく勉強し、苦

ではグローバル化は実際

労を重ねて学位を取得して

にいつむろから始まったの

います。との違いがやがて

でしょうか。例年に東西冷

世界における日本の没落に
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「第お回毎自大学フォーラム」（毎日新聞社

主催）が叩月6目、福岡市博多区のホテルセン

トラ1ザ博多で開かれた。すべての授業を英語

で行い、全学生に1年間の海外留学を謀すなど、

先進的な教育で知ちれる国際教義大（秋田市）

の中嶋嶺雄学畏が「グローバル化と日本の大学」

と題レて講演。文部科学省の板東久美子・高等

教育局長は「大学改革の推進ら社会の変革のエ

ンジンとしての大学づくりι」と題して、文科

省が進める大学改革について説明した。フォー

ラムには九州・山口の日大学の学長ちが参加

し、活発な意見突換が行われた。

「グローバル化」という

言葉は、第2次世界大戦中

の1944年、オリバl・

レイザ！とブロードウェン

．デlピスというカナダの

2人の社会学者が醤物の中

で初めて使いました。つま

りシェークスピアの時代の

英語ではないのです。「グ

ローブ」
は地球などの球体

ナポ－工h－

大学も逆行停滞の20年、

外国語・教養教育を否定
講
演
要
旨

一つは秋入学です。留
JAぷ

学生はもちろん、日本のdAKJ一一円

高校生も1年間海外でホ14一Jぷ

ムステイし、
向とうの高校
fa
fu

を革業した後に入学しやす
抑止ポ神

くなります。本学はそうし
Jr4

た高校生を対象にした特別
円山岡

選抜もしていますが、非常一Jig－

にいい学生が入っ
てきま
丸一M

す。6月むろ日本に戻り＼
年二平
、
Lt也事4

8月に受験し9月1日に入
一・375h一

学ですから無駄が少ない。
一件百九

私は高校生留崩事推奨して
一三ι…

いるのですが、日本では減
玄一家

っているのが残念です。
すよ工ι

最近は大学の質保証が言
戸一J72

われていますが、私は情報
寸J，一

公闘が重要だと考えてい｝ま
－FL

す。本学では何人受験して、
一－一一ム

何人合格者を出して、何人
す主

入学手続きをして、という
？島全

ととを全部公開していま
一
ι

す。定員割れが明らかにな
？－と

るのを恐れて公表を控える
F
Y一

大学もありますが、きちん
7hぷ

と公開すべきです。本学は
？：J

学生の満足度調査も細かく
貯爪ヰ

実施しています。

’if－

最後に本学の特徴をもう
寸
笠

少しお話します。授業はす
明
弘

べて英語で行っています。
、Y一一一一

従って外国人一教員が半分を
J一一WJ4

占めています。そして教員
市内d

l人当たり却人以下の少人
一一・円ト

数教育。
学生には1年間の
円誠一

海外留学を義務付けていwま
一一回
一一

すが。l年留学して単位も
一九一司自

習得するとなるとかなれν吉
明…じ

労もしますが、半年では短
川和ぷ

すぎるのです。最近は就職
」ん一ナ

率の良さでも注目いただい
一－1’三

ています。もちろん就職指
れ
－4d

導はしますが、留学が学
一一JJJ’一

生たちを一回りも二回り
寸先斗

も成長させ、そとを企業が
一戸工

見てくれているのだと思
一三一

留学生しかなかなか来れな
います。

一d～：一

いというのが実態です。

瞥定入試というのもあり
しムい

私たちが学生をアメリカ
ます。入試では歪ロ格で智、
友之

に送る時、アメリカまで学
例えば英語だけ見ればAあ
…t
z

生を受験に行かせるととは
るいは数学だけ見れほど0
顎一
認

しません。書類審査やT0
0点というような受験患に
〆一町一

EFLのスコア、一推薦状な
ついて、ある一定レベル以
一心γ一法

どを送ってアメリカの大学
上な色ば入学金なしで雷定
J引
き

が審査レて合否を決めま
的に入ってもらう制慶で
が持」

す。ととろが、日本に来る
す。そして特別科目等履修
J・2

留学生は日本に来て日本で
生として1年間他の学生と
j一
三

試験を受け、場合によって
一緒に学び、
平均点以上な
ずー由～

は日本語で質問中むれます0
5ば2年になって初めで，入
人ム

とんなに敷居が高いのなら
学金をいただきます。巴の
J仁れ！？

 

ば、欧米やアジアの他の大
制度で入ってきた学生の伸
一円掛川

学に行とうということにな
びはすごくいいし、希望の
町中ι＼’ザ

ってしまいます。

所に就職も決まっていま
一ロ弘．

留学生を増やす別の方策
す。

・
一～一生一燃

はセメスタI制です。本学
日本の大学は、いよいよ
弘一九

は完全なセメスタl制を開
大改革が迫ちれているの
J志も．

学以来とっています。もう
です。

弘一jjh’ae
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つながるのではないかと患

ってい・ましたが、現実にそ

うなりつつありますD

グローバル化を否定する

動きについて具体的に申し

上げます。

東西冷戦が終結

した同じ年に日本では大学

設置基準の大綱化が行わ

れ、大学作りが割合楽にな

りました。一方でカリキュ

ラムが大学に委ねられたた

めに、多くの大学はグロー

バル犯にとって必要な外国

語教育と教養教育を否定す

る方向になり、肝心の学部

が空洞化してしまいまし

た。本来は高校の延長では

ない本格的な

教養教育と外

国語の運用能力をきちんと

習得させねばなろないの

に、中学高校大学と叩年間

英語を勉強レながら英語が

使い物になちないまま若者

たちが社会に出て行く状涜

で、グローバル化に対応で

きるでしょうか。

さちに、大綱化の直後に

大学院の重点
化が行われま

した。重点化はもちろん大

事ですが、一方
で定員が増

えすぎたためにい例えば他

の大学院に落ちた学生が東

大の大学院に受かるという

ような現象があちこちで起

こるようになりました。そ

の典型例が法科大学院で

す。私がアメリカで感じた

ような、大学院を本当の意

味で充実させるのとは異な

った方向で重点俗が行われ

たのです。

また、ω年に国公立大学

を法人化するまで、日本の

国公立大では非公務員であ

る外国人が学長にも学部長

にも学科長にもなれません

でした。グローバル化どと

ろか「知の鎖国」です。大

学の内部がグローバル化に

対応できる体制に変われる

かどうかも課題なのです。

「知の鎖国」という状祝

の中で、私どもはグローバ

ル社会を見定めた「国際教

麓」という概念を打ち立て

ました。アップル社を設立

した故スティーブ・ジョブ

ズ庄が「テクノロジーとリ

ベラルア1ツ（教養）の突差

点」という良い言葉を残し

ています。「科学技術の先端

をいけばいくほど『リベラ

アップル成功の理由は
ルなアlツ』、または『自由

な学問』と言つでも良いし、

『教養教育』と言っても良い

が、それが重要だ」という

ととをいつも考えてきたか

らアップルは成功したのだ

と思います。本学の考え方

もまさに同じでした。

それではグローバル犯す

るためには大学はどう変わ

るべきでしょうか。（政府

が掲げる）「留学生却方人」

という大きな目標や課題も

いいが、その目指すものを

実現するためのロlポリシ

ーやロiポリティクスが重

要なのです。英語で学べる

カリキュラムをどれだ貯増

やせるか、というのもその

一つです。現状では日本に

は最初かち日本語ができる

秋入学で留学しやすく
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